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■出題のねらい
　酸化還元反応と電池に関する基本的な知識，および計算能力を問いました。

■採点講評
　酸化還元反応と電池に関する問題は，過去にもよく出題されています。受験者は必ず
理解しておくべき項目です。受験勉強において，多くの演習問題に取り組むことで理解
を深め，基本的な用語，確実な計算能力を身に付けることが望まれます。（１）は，正
極・負極，陽極・陰極の違い，およびそれぞれの極で起こる化学反応を理解していない
がための誤答が多く，正答率は高くありませんでした。酸化還元反応は，化学反応を考
えるうえでの基本です。しっかりと理解しておいてください。また，番号で解答するこ
とを求められている問題に対し，語句を解答したものが目立ちました。問題を落ち着い
て読み，丁寧な文字で解答することが望まれます。（２）は，電池の理解が不十分であ
るため，正答率が低かったです。（３）は，両辺の電荷が等しくなっていない，左辺に
示されていない元素を含む化合物が右辺に突然出現する等，反応式の基本が身に付いて
いない解答が多くありました。また，電子e-を⊖と表記している解答が散見されました。
正しい表記方法を理解する必要があります。（４）は，基本的な計算問題でしたが，正
答率がかなり低かったです。また，有効数字２桁で解答できていないものが目立ちまし
た。有効数字の理解が必要です。

■出題のねらい
　陽イオンおよび陰イオンの化学的性質を利用すること，混合水溶液に試薬を加えるこ
とで分離することが可能となります。各種化合物の水への溶解性の知識が分離に応用で
きるか，定性的および定量的に理解できているかを取り扱いました。

■採点講評
　全般的に正答率が低く，個々の物質の化学的性質を分離に反映できないとみなされる
解答やイオンの価数，配位数に対する知識が不足している解答が見受けられました。
　（１）は，沈殿ＡとＤの化学式の正答率が高かったです。これらの理解が沈殿Ａの物
質量を問う（３）の正答につながります。その他，沈殿物Ｂおよび試料中の塩化銅の物
質量を問う（４），（５）の正答率も比較的高かったです。沈殿ＤがAgClとわかってい
るにもかかわらず間違えた人が多く，（６）の正答率は極めて低かったです。その原因は，
正確な化学式とイオンの価数に対する理解不足と思われます。すなわち，試料溶液中に
含まれるCuCl２がαmol，AlCl３がβmol，BaCl２がγmolとすると，生じる塩化物イオン
は（2α+3β+2γ）molとなるので，AgClの質量は（2α+3β+2γ）×（108＋35）となりま
す。一方，（２）は，金属イオンの配位数と酸化数に対する正確な知識が問われています。
ａは銅（Ⅱ）イオン，ｂはアルミニウムイオンと知りながら化学式を［Cu（NH3）2］2+，

［Cu（NH4）3］2+とした解答や［Al（OH）6］3-とする解答が散見されました。両金属イオン
とも配位数は４です。また，アンモニアが配位結合できるのは，：NH３であり，孤立電
子対（：で錯イオンの化学式には記載しない）をもつためで，孤立電子対に水素イオン
が結合したアンモニウムイオン（NH4+）は結合できません。化学式を丸暗記するので
はなく，化学式の意味をよく理解しておいてください。

Ⅱ Ⅲ

一般入試後期日程

英語

■出題のねらい
　海外旅行先のホテルチェックインの場面を想定した日常的な会話問題です。受付との
質疑応答のやりとりから，食事や両替，空調設備の操作などについての情報を正確に理
解できているかを問う問題です。

■採点講評
　全般的によくできていました。 ４  の正答率がやや低かったですが，“change”「両
替する」と“charge”「課金する」の意味を取り違えた人が多かったようです。

■出題のねらい
　バスを中心とする新たな交通システムの仕組みについて述べた英文と料金表および路
線図から，情報を正確に読み取る力を試す問題です。問題の指示文から，資料のどの部
分を参照すればよいのか的確に判断することが大切です。

■採点講評
　全般的にまずまずの出来でしたが， ７  ～ ９  の問題では英文の内容をよく読まず
に，経験的な判断で解答して間違った人が多かったです。

Ⅰ

Ⅱ

■出題のねらい
　算数の文章題の内容を理解したうえで，簡単な計算をして求められている解答を導く
問題です。

■採点講評
　全般的にまずまずの出来でした。 15  の正答率が低かったですが、加減乗除を表す
英語（add：加える　subtract：引く　multiply：掛ける　divide：割る）を知らなかっ
た人が多かったようです。普段から意識して，理数系の英語についても馴染むようにし
ましょう。

Ⅲ

■出題のねらい
　カーブで滑りにくいスポーツ・シューズの話題を題材とした，英文読解力を試す問題
です。各段落の趣旨を理解しながら，個々の質問に対して，解答のポイントとなる情報
がどこに書かれてあるのかを的確に見つけることが大切です。

■採点講評
　全般的にまずまずの出来でした。長文問題を解く際には，まず段落ごとの趣旨をしっ
かり理解するようにしましょう。 17  ， 20  の正答率が低かったですが，使役動詞の
後に動詞の原形を用いるという文法知識や，「ひと組につき（a pair）」のように，数量
単位を表すａの使い方など，普段から実際の語の使われ方（語法）に注意して学習する
ようにしましょう。

■出題のねらい
　英語が苦手な日本人を話題とした英文を題材とした，語句整除による英作文問題です。
単に機械的に語を並べ替えるのではなく，前後の文脈を理解して，的確な文を自分で作
れるようにすることが大切です。

■採点講評
　英作文問題は，全般的に正答率が低かったです。前後の文脈から大意をつかんだうえ
で，該当個所の英文を，余白などを利用して自分で組み立てながら解いていきましょう。
前後の意味関係を表す接続詞の使い方や，関係節を作る関係代名詞の使い方などがポイ
ントになります。
　該当部分の正しい語の並び方は，次のようになります。

　１）　⑥very　③little　②in　⑤common　①as
　２）　⑤the　④scores　③students　⑥get　②on
　３）　④but　⑥fi nd　②it　①almost　⑤impossible
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